
大
正
期
の
旧
派
俳
句

会
の
句
会
（
運
座
）
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
た
の
か
。「
玉
齊
俳
句

資
料
」
か
ら
見
て
み
よ

う
。明

治
・
大
正
期
の
句

会
の
行
わ
れ
方
と
し

て
、
新
派
側
は
、
明
治

３１
年
発
足
の
飯
田
の
松

聲
会
が
、
発
足
当
初
か

ら
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
互
選
で
点
を
つ
け
合

っ
て
い
た
こ
と
が
、
句

会
記
録
か
ら
わ
か
っ
て

い
る
。
新
派
に
は
、
参

加
者
は
、
み
な
平
等
と

い
う
考
え
や
、
選
句
を

行
う
こ
と
が
俳
句
の
技

量
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
考
え
が
あ
っ

た
。一

方
、
今
回
発
見
の

玉
齊
俳
句
資
料
を
見
る

と
、
旧
派
側
は
、
大
正

期
に
も
、
江
戸
時
代
の

「
万
句
寄
」、「
万
句
合

興
行
」
の
よ
う
な
句
会

が
行
わ
れ
て
い
た
。
数

人
の
宗
匠
が
選
句
を
し

て
、
そ
の
点
数
を
競
い

合
う
句
会
で
あ
る
。
旧

派
の
句
会
は
、
俳
句
を

学
ぶ
場
と
い
う
よ
り

も
、
遊
び
の
場
と
い
う

要
素
が
強
か
っ
た
よ
う

だ
。こ

の
句
会
の
行
い
方

を
、
良
く
伝
え
て
い
る

の
は
、「
伊
賀
良
俳
友

会
」
の
資
料
で
あ
る
。

同
会
の
資
料
に
、『
伊
那

の
�
』（
写
真
�
）
と
い

う
ガ
リ
版
（
謄
写
版
）

印
刷
の
句
集
が
６
号
分

あ
り
、
そ
の
中
に
句
会

の
実
施
案
内
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
次
回
句

会
の
お
題
や
締
め
切
り

日
が
記
述
さ
れ
て
い

て
、
ま
ず
、
主
催
者
に

投
句
が
行
わ
れ
て
い
た

の
が
わ
か
っ
た
。
江
戸

期
の
万
句
寄
で
は
、
こ

の
時
、
俳
句
と
一
緒
に

入
花
料
と
い
う
参
加
費

を
取
る
の
が
通
例
で
、

こ
れ
が
主
催
者
の
収
入

源
に
な
っ
た
。
同
案
内

に
は
、
入
花
料
に
つ
い

て
は
書
か
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
伊
賀
良
俳

友
会
で
は
、
年
会
費
な

ど
で
、
集
金
が
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
か
ら
の
句
が

集
ま
る
と
、
主
催
者

は
、
宗
匠
が
選
句
で
き

る
よ
う
に
投
句
一
覧
稿

を
作
っ
た
。
今
回
の
玉

齊
俳
句
資
料
に
は
、
こ

の
投
句
の
一
覧
稿
が
何

組
か
あ
っ
た
（
写
真

�
）。ち
な
み
に
こ
の
宗

匠
が
選
句
に
使
う
句

稿
。
江
戸
時
代
に
は
筆

書
き
で
、
同
じ
物
を
何

冊
も
作
っ
た
り
、
一
点

物
で
宗
匠
に
回
覧
を
お

願
い
し
た
り
し
た
。
そ

れ
が
伊
賀
良
俳
友
会
で

は
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使

い
、
同
内
容
の
句
稿
が

作
ら
れ
て
い
た
。

選
句
用
の
句
稿
を
受

取
っ
た
宗
匠
た
ち
は
、

秀
逸
句
や
、「
天
・
地
・

人
」
等
の
優
秀
作
を
選

び
、
主
催
者
に
送
り
返

し
た
。
主
催
者
は
宗
匠

の
選
句
し
た
句
を
点
数

化
し
て
、
選
句
結
果
が

わ
か
る
よ
う
に
、
句
会

用
の
句
稿
を
作
っ
た
。

伊
賀
良
俳
友
会
で
は
、

こ
れ
が
前
述
の
『
伊
那

の
�
』
で
あ
る
。
同
誌

は
ガ
リ
版
印
刷
な
の

で
、
句
会
参
加
者
分
の

部
数
が
作

ら
れ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。
現

在
か
ら
思

う
と
手
間

を
掛
け
た

も
の
と
感

心
す
る

が
、
江
戸

時
代
に
、

筆
書
き
の
一
点
物
を
回

覧
し
て
い
た
こ
と
を
思

え
ば
、
大
正
の
技
術
進

歩
を
喜
ん
だ
は
ず
だ
。

ガ
リ
版
も
、
先
の
カ
ー

ボ
ン
紙
の
使
用
も
、
準

備
を
格
段
に
楽
に
し

た
。そ

の
後
が
い
よ
い
よ

句
会
（
運
座
）と
な
る
。

句
会
で
は
、
作
品
検
討

な
ど
も
行
わ
れ
た
と
思

う
。
そ
し
て
、
お
楽
し

み
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

点
数
の
上
位
者
に
は
賞

品
が
あ
る
こ
と
だ
。
江

戸
時
代
は
賞
金
が
出
て

い
た
が
、
伊
賀
良
俳
友

会
の
大
正
１０
年
１２
月
の

句
会
で
は

「
一
等
ハ

ガ
キ
五
十

枚
、
二
等

四
十
枚
、

三
等
三
十

枚（
後
略
）」

が
贈
呈
さ

れ
る
と
、

実
施
案
内

に
書
か
れ

て
い
た
。

新
派
側
は
、
こ
の
点

取
り
で
賞
金
・
賞
品
を

配
る
こ
と
を
、
俳
句
の

芸
術
性
を
貶
め
る
も
の

と
痛
烈
に
批
判
し
て
い

る
。
が
、
旧
派
側
で

は
、
大
正
に
な
っ
て
も

行
わ
れ
て
い
た
。
旧
派

の
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
や
は
り
こ
こ
に
、

楽
し
み
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、

大
正
期
の
大
衆
文
化
の

一
つ
の
姿
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
俳
句
へ

の
考
え
方
を
見
て
も
、

大
正
文
化
の
多
様
さ
、

幅
の
広
さ
を
感
じ
る
。

ま
た
、
大
正
１０
年
１２

月
句
会
案
内
に
は
、
選

句
を
す
る
宗
匠
と
し

て
、本
評
二
名
、副
評
二

名
と
、
條
與
集
と
い
う

お
題
の
あ
る
句
に
対
す

る
評
者
二
名
、
の
宗
匠

名
が
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
選
句
者
の
う
ち
、

本
評
は
、
主
催
者
に
依

頼
さ
れ
て
選
句
を
行
っ

た
宗
匠
の
よ
う
だ
。
一

方
、
副
評
と
條
與
集
の

評
者
つ
い
て
は
、
句
会

の
天
位
者
（
一
位
に
選

ば
れ
た
者
）
が
、
次
回

句
会
の
評
者
に
な
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
賞
に
な
っ
て
い

た
。
評
者
に
な
れ
ば
、

報
酬
が
出
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

よ
り
も
選
句
を
行
う
側

に
な
る
こ
と
に
大
き
な

魅
力
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。こ

う
見
て
き
た
と

き
、
旧
派
で
は
、
指
導

者
で
あ
る
宗
匠
に
な
る

こ
と
は
、
特
別
の
意
味

が
あ
っ
た
。
次
回
は
、

こ
の
大
正
期
の
宗
匠
に

つ
い
て
見
て
み
た
い
。
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写真①『伊那の�』

写真②宗匠が選句用に使った投句一覧稿
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